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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年6月6日(2019.6.6)

【公開番号】特開2016-218441(P2016-218441A)
【公開日】平成28年12月22日(2016.12.22)
【年通号数】公開・登録公報2016-069
【出願番号】特願2016-93284(P2016-93284)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/133    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 283/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３８４　
   Ｃ０８Ｇ   63/133    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  283/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月24日(2019.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グラフトポリマーを含有する結着樹脂を含有するトナー粒子を有するトナーであって、
　該グラフトポリマーが、
　　（ｉ）非晶性ビニルポリマー部位と、該非晶性ビニルポリマー部位から分岐した結晶
性ポリエステル部位とを有する、または
　　（ｉｉ）結晶性ポリエステル部位と、該結晶性ポリエステル部位から分岐した非晶性
ビニルポリマー部位とを有する、
　　グラフトポリマーであり、
　該結晶性ポリエステル部位が、モノマー（ａ）に由来するユニットと、モノマー（ｂ）
に由来するユニットと、を有し、
　該モノマー（ａ）が、下記モノマー群Ａから選択される１つまたは２つ以上のモノマー
であり、
　該モノマー（ｂ）が、下記モノマー群Ｂから選択される１つまたは２つ以上のモノマー
であり、
　該結晶性ポリエステル部位が、
　　単位質量当たりの、モノマー（ａ）に由来するユニットのモル数をＭａ（モル／ｇ）
、
　　単位質量当たりの、モノマー（ｂ）に由来するユニットのモル数をＭｂ（モル／ｇ）
としたときに、
　　下記式（１）で算出されるモノマー（ｂ）に由来するユニットの含有率Ｘ（モル％）
が、１．０モル％以上２４モル％以下であり、
　該グラフトポリマーの融点が、５０℃以上８５℃以下であることを特徴とするトナー。
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　　　Ｘ＝｛Ｍｂ／（Ｍａ＋Ｍｂ）｝×１００　　　（１）
［モノマー群Ａ：
　炭素数２以上１１以下のα，ω－直鎖脂肪族ジオール、
　炭素数２以上１３以下のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸、
　炭素数２以上１２以下のα，ω－直鎖脂肪族モノヒドロキシモノカルボン酸、
　該炭素数２以上１３以下のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸のカルボキシ基が分子内酸
無水物化した化合物、
　該炭素数２以上１３以下のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸のカルボキシル基がアルキ
ルエステル化した化合物、
　該炭素数２以上１２以下のα，ω－直鎖脂肪族モノヒドロキシモノカルボン酸のカルボ
キシ基が、アルキルエステル化した化合物、並びに
　該炭素数２以上１２以下のα，ω－直鎖脂肪族モノヒドロキシモノカルボン酸がラクト
ン化した化合物］
［モノマー群Ｂ：
　炭素数１２以上２２以下のα，ω－直鎖脂肪族ジオール、
　炭素数１４以上２４以下のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸、
　炭素数１３以上２３以下のα，ω－直鎖脂肪族モノヒドロキシモノカルボン酸、
　該炭素数１４以上２４以下のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸のカルボキシ基が分子内
酸無水物化した化合物、
　該炭素数１４以上２４以下のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸のカルボキシ基がアルキ
ルエステル化した化合物、
　該炭素数１３以上２３以下のα，ω－直鎖脂肪族モノヒドロキシモノカルボン酸のカル
ボキシ基がアルキルエステル化した化合物、並びに
　該炭素数１３以上２３以下のα，ω－直鎖脂肪族モノヒドロキシモノカルボン酸がラク
トン化した化合物］
【請求項２】
　前記グラフトポリマーの含有量が、前記結着樹脂の全質量に対して、１．０質量％以上
３５質量％以下であることを特徴とする請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
　前記グラフトポリマーにおける、前記結晶性ポリエステル部位と前記非晶性ビニルポリ
マー部位の質量基準の比率（Ｃ／Ａ比）が、４０／６０以上９０／１０以下である請求項
１または２に記載のトナー。
【請求項４】
　前記グラフトポリマーにおける前記非晶性ビニルポリマー部位の重量平均分子量（Ｍｗ
）が、３０００以上２００００以下である請求項１～３のいずれか１項に記載のトナー。
【請求項５】
　前記グラフトポリマーの重量平均分子量（Ｍｗ）が、１５０００以上１０００００以下
である請求項１～４のいずれか１項に記載のトナー。
【請求項６】
　前記結晶性ポリエステル部位が、三元系共重合体である請求項１～５のいずれか１項に
記載のトナー。
【請求項７】
　前記モノマー（ｂ）に由来するユニットの含有率Ｘ（モル％）が１．０モル％以上２０
モル％以下である請求項１～６のいずれか１項に記載のトナー。
【請求項８】
　前記モノマー（ｂ）に由来するユニットの含有率Ｘ（モル％）が３．０モル％以上２０
モル％以下である請求項１～７のいずれか１項に記載のトナー。
【請求項９】
　前記モノマー群Ａが、炭素数２以上１１以下のα，ω－直鎖脂肪族ジオール、炭素数２
以上１３以下のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸、又は、炭素数２以上１２以下のα，ω
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－直鎖脂肪族モノヒドロキシモノカルボン酸であり、
　前記モノマー群Ｂが、炭素数１２以上２２以下のα，ω－直鎖脂肪族ジオール、炭素数
１４以上２４以下のα，ω－直鎖脂肪族ジカルボン酸、又は、炭素数１３以上２３以下の
α，ω－直鎖脂肪族モノヒドロキシモノカルボン酸である請求項１～８のいずれか１項に
記載のトナー。
【請求項１０】
　前記結着樹脂が、スチレンアクリル系樹脂をさらに含有する請求項１～９のいずれか１
項に記載のトナー。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載のトナーを製造するトナーの製造方法であって、
該製造方法が、
　前記グラフトポリマーを含有する重合性単量体組成物を水系媒体中で造粒し、前記重合
性単量体を重合する工程を有することを特徴とするトナーの製造方法。
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